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　年の瀬が近づいてきました。12 月の

水戸芸術館のさまざまなイベントのなか

で、2015 年の最後を飾るコンサートが、

12 月 23 日（水・祝）の「クリスマス・

プレゼント・コンサート」です。企画と

司会は、水戸市出身で日本を代表する作

曲家の一人、池辺晋一郎さん。テレビ

でもおなじみの軽妙なトークとともに、

ジャンルを超えたヴァラエティ豊かな音

楽をお贈りします。今年のコンサート

の 4 つのステージを順にご紹介しましょ

う。

1 幕開けにシェイクスピアの音楽を
　『ハムレット』、『ロメオとジュリエッ

ト』、『夏の夜の夢』……あまたの傑作戯

曲を残した劇作家ウィリアム・シェイク

スピア（1564 ～ 1616）は、昨年が生

誕 450 年、来年は没後 400 年にあたり

ます。水戸芸術館では今年 2 月に ACM

劇場で、シェイクスピアの『十二夜』を

上演しましたが、これをご覧になった方

は、この劇の最後が、遠島立夫（劇団

ACM）扮する “ 道化のフェステ ” の歌

う歌で終わったことをご記憶かもしれま

せん。日本語で歌われましたが、じつは

あの旋律は、シェイクスピアの時代に作

られた古い歌なのです。シェイクスピア

は、劇の登場人物が歌う「劇中歌」を、

演劇のなかに効果的に用いました。です

から、シェイクスピア演劇は、音楽の宝

庫と言っても過言ではありません。そん

な劇中歌の数々を、今回のコンサートの

幕開けにお贈りします。出演は、日本の

古楽界を代表するメゾ・ソプラノ歌手の

波多野睦美さんと、リュート奏者のつの

だたかしさん。『十二夜』のあの旋律も、

英語の原詩で歌われますので、どうぞお

楽しみに。

　さらに今回は、池辺晋一郎さんがシェ

イクスピア演劇のために作曲した劇中歌

も、池辺さんのピアノ伴奏で、波多野睦

美さんによって歌われます。池辺さん

は、「からだ半分は演劇人」と語るほど、

演劇と深いかかわりを持ち、これまでに

500 本近くの演劇の音楽を担当されて

います。シェイクスピアの音楽も数多く

手がけており、そのいくつかは〈シェイ

クスピアの 4 つの恋唄〉のように、合

唱にも編曲されて親しまれています。

　シェイクスピア時代に歌われていた劇

中歌、そして、同じ詩の日本語訳に池辺

さんが曲を付けた劇中歌。その両方を聴

き比べると、時代を超えて感動を呼ぶ

シェイクスピア演劇の普遍的な魅力が感

じられることでしょう。

2 ギターは地球の音楽を奏でる
　シェイクスピアの音楽のステージの後

は、恒例の「プレゼント・コーナー」（座

席番号でくじ引きを行う抽選会）を経て、

コンサート後半に移ります。

　後半最初のステージに登場するのは、

ギタリストの木村大さん（土浦市出身）。

クラシック・ギターの表現と可能性を極

めようと、クラシックの枠を飛び出して、

ロックやポップスに挑む木村さんの熱い

プレイは、興奮すること間違いなし！　

クラシック・ギターはスペインを中心に

発展しましたが、スペインの香り漂うジ

プシー・キングスの〈インスピレーショ

ン〉や、チック・コリアの〈スペイン〉

をクラシック・ギターで聴くと、複数の

ジャンルが地続きでつながるような「ギ

ター音楽」の広がりが感じられることで

しょう。ステージの最後は、木村さん

のオリジナル曲〈アース〉（木村さんの

CD『HERO』所収）。地球上空へと飛翔

してさまざまな土地を飛び回るような、

まさに木村さんの音楽観を感じさせる、

スケールの大きな組曲です。

� サクソフォンの詩
　続いては、新進気鋭のサクソフォン奏

者・上野耕平さん（東海村出身）のステー

ジ。昨年の第 6 回アドルフ・サックス

国際コンクールで第 2 位に入賞し、デ

ビュー CD『アドルフに告ぐ』や、TV『題

名のない音楽会』への出演でも話題を呼

んでいます。水戸芸術館では、昨年の「茨

城の名手・名歌手たち 第 24 回」に出演。

そこでグラズノフの〈サクソフォン協奏

曲〉を共演したピアニストの黒岩航紀さ

美しく、楽しく、清らかに――音楽とともに、この 1 年の締めくくり
12.23 水・祝 クリスマス・プレゼント・コンサート 2015（企画・司会：池辺晋一郎）

つのだたかし ©Yuriko Takagi 木村 大 千田悦子 上野耕平池辺晋一郎 波多野睦美 ©Toshiyuki Kohno



クリスマス・プレゼント・コンサート
2015

12/23 水・祝        　16:30 開 場　
　17:00 開 演

会場　水戸芸術館コンサートホール ATM　
全席指定　一般 3,500　
　　　　　ユース（25 歳以下）1,000 円
企画・司会　池辺晋一郎
出演　波多野睦美（メゾ・ソプラノ）、つのだたかし

（リュート）、木村大（ギター）、上野耕平（サクソフォ
ン）、黒岩航紀（ピアノ）、千田悦子（ハープ）、齋
藤由美子（指揮）、コール・ヴィステリー（女声合唱）

開場前と終演後にエントランスホールでミニコン
サートを開催します（出演：大木麻理（オルガン）、
上野耕平（サクソフォン）、齋藤由美子（指揮）、コー
ル・ヴィステリー（女声合唱））。
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ん（今年、日本音楽コンクールピアノ部

門第 1 位受賞）とともに、今回、水戸

芸術館再登場となります。上野さんが選

んだ演奏曲は、まず吹奏楽の分野で有名

な作曲家アルフレッド・リードがサクソ

フォンのために作曲した〈バラード〉。

そして、ソプラノ、アルト、テナーの 3

本のサクソフォンを駆使して奏でられ

る、ジョージ・ガーシュウィンの名曲〈ラ

プソディ・イン・ブルー〉です。今まさ

に注目を集める若手演奏家 2 人のアン

サンブルに期待が高まります。

4キャロルの歌声は変わることなく
　コンサートの最後は合唱のステージで

す。合唱が盛んな茨城県のなかでも特に

ハイレベルな実力を誇る水戸第二高等学

校コーラス部。これまで「クリスマス・

プレゼント・コンサート」にも、たびた

び出演し、ベンジャミン・ブリテン作曲

の〈キャロルの祭典〉を代々歌い継いで

きました。今回は、コーラス部 OG 合唱

団のひとつ「コール・ヴィステリー」が

コンサートに出演。現代イギリスの作曲

家ジョン・ラターが作曲した〈踊りの日

（ダンシング・デイ）〉で、コンサートを

清らかに締めくくります。この作品は、

いわば〈キャロルの祭典〉へのオマー

ジュ。ブリテンの作品を踏襲して、古い

イギリスのクリスマス・キャロルがハー

プの伴奏で歌われます。ハープは、「ク

リスマス・プレゼント・コンサート」で

水戸第二高等学校コーラス部と共演を重

ねている千田悦子さんです。

　このように盛り沢山の内容ですが、さ

らに開場前と終演後には、エントランス

ホールでミニコンサートも開催します。

上野耕平さんやコール・ヴィステリーの

皆さんが、大木麻理さんのパイプオルガ

ンと共演しますので、こちらもお聴き逃

しなく！　聖夜を華やかに盛り上げる、

水戸芸術館の「クリスマス・プレゼント・

コンサート」。ご家族で、カップルで、

楽しくてあたたかなひとときをお過ごし

ください。

　クリスマスの時期には、エントランスホールで行う入場無料の「プロムナード・コンサート」も、一層華やいだ雰囲気で
お届けします！ 12 月 19 日（土）には、さまざまな楽器を取り上げる「プロムナード・コンサート EXTRA」を開催。今
回の主役となる楽器は、金管の低音楽器、テューバです。「茨城の名手・名歌手たち」出身のテューバ奏者・寺山香澄さんが、
ご夫君の宮西純さん（台湾国家交響楽団首席テューバ奏者）、ピアニストの市村愛さんとともに、低音の魅力を皆様にお伝
えします。テューバの音色はとてもまろやかで、その大きさからは想像がつきにくいですが、じつは速いパッセージも得意
な楽器なのです。テューバが奏でるクリスマス・ソングやクラシックの名曲をどうぞお楽しみに。
■ 曲目：クリスマス・メドレー／モンティ：チャールダーシュ　ほか

プロムナード・コンサート  EXTRA

12.19 土  12:00~ ／ 13:30~

12.20 日  13:00~

パイプオルガン・プロムナード・コンサート クリスマススペシャル

クリスマス・シーズンの水戸芸術館には音楽がいっぱい！

　12 月 20 日には、オルガニストの高橋博子さん、ソプラノの財木麗子さんをお迎えして「クリスマススペシャル」をお届
けします！高橋博子さんはドイツ国立ハンブルク音楽大学に留学し、同大学の国家演奏家試験を最優秀で合格しました。そし
て 1999 年のツェレ・ニーダーザクセン国際オルガニスト・コンクール、00 年の北ドイツ放送局 (NDR) 音楽賞国際コンクー
ルでは共に優勝し、審査員長であったグスタフ・レオンハルト氏からその実力を高く評価されています。ソプラノの財木麗子
さんは日立市のご出身で、07 年「茨城の名手・名歌手たち 第 18 回」にも出演されました。11 年からはイギリスに拠点を移
し、ロンドンで数々の宗教曲にてソリストを務めるなど活躍され、今年帰国されたばかりです。国内外で活躍するお二人の演
奏で、クリスマスを彩るにふさわしい素敵な音楽の数々をお楽しみください。
■ 曲目：アダン：〈オー・ホーリー・ナイト（さやかに星はきらめき）〉などクリスマスキャロルのメドレー
　　　　モーツァルト：〈アヴェ・ヴェルム・コルプス K.618〉／〈ラウダーテ・ドミヌム K.339〉ほか

（文　篠田大基）

（文　高巣真樹）

財木麗子高橋博子

寺山香澄
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水戸の街に響け！
300 人の《第九》2015
12/6 日　　1 回目　開演 12：00

　　2 回目　開演 13：30
会場　水戸芸術館広場

（悪天候の場合、コンサートホール ATM）
入場無料
※出演者など詳細は同封のチラシをご覧ください。

アートタワーみと
スターライトファンタジー

12/12土  　午前の部 10：00 開演（9：45 開場） 

　  午後の部 14：30 開演（14：15 開場）

会場　水戸芸術館コンサートホール ATM
入場無料
共催　アートタワーみとスターライトファンタジー実
行委員会
協力　（株）かわまた楽器店

FOCUS 
FOCUS 

文　関根哲也

文　中村晃

今年も《第九》の高らかなコーラスが、師走の水戸に響きます。

第 20 回　クリスマス・コンサート［市内小中学校　芸術館コンサート］

12.6

12.12

日

土

　水戸の街に響け！ 300 人の《第九》2015

アートタワーみとスターライトファンタジー

　今年も年の瀬が迫ってきました。年の

瀬と言えば、ベートーヴェンの《第九》。

今年 1 年どのように過ごしてきたか、あ

るいはどのような出来事があったかなど

を振り返りながら、あの “ 歓喜の歌 ” に

身をまかせるのはとてもいいものです。

　水戸芸術館の《第九》は、1999 年に

初回公演を開催して以来、2001 年と

2002 年を除き毎年公演を行い、今年で

15 回目を迎えます。水戸の師走の風物

詩として、たくさんの市民の皆様から愛

される一大イベントに成長しました。

　今年は、3 歳の男の子から 90 歳の男

性まで、約 350 名がコーラスに参加。

12 月の本番に向け、着々と練習が重ね

られています。今日は、その様子を少し

ご紹介しましょう。

　練習は土・日・祝日の 14 時から 3 時

間。まず、全員がホール（客席）に集ま

り、スタッフからスケジュール等の説明

を受けます。その後、パート練習。人数

の多い女声（ソプラノとアルト）はホー

ルで、男声（テノールとベース）はリハー

サル室に移動して行います。念入りに体

操と発声練習を行い、身体をウォーミン

グアップさせてから、細かい練習へ。確

認されるのは、各パートの音程、リズム、

ブレスの位置、そして発音などです。特

に、ドイツ語の発音は子音が多く、また

日本語にはない母音（ウムラウトなど）

もありますので、初心者には大きな壁と

なります。そのような難所を、茨城県合

唱連盟の先生方が丁寧に指導していきま

す。

　15 分ほどの休憩をはさみ、後半は全

体練習。本番で指揮をとる打越孝裕先生

が中心となり、パート練習でさらってき

たところを合わせ、音楽づくりの方向性

を確認します。自分の歌うパートが全体

の中でどのような役割を持ち、どのよう

に声を出せば他のパートとうまく調和す

るのかを認識しながら歌うのが全体練習

です。

　このような地道な練習を、9 月から 8

回積み重ねて 12 月の本番に挑みます。

年末のあわただしい中とは思いますが、

その成果をどうぞ聴きにいらしてくださ

い。お待ちしております。

　「将来を担うこどもたちに夢を」とい
う願いから、年末年始の時期を中心に、
水戸芸術館のタワーや建物、広場の樹木
などを無数のイルミネーションで彩る光
の一大ページェント「アートタワーみと
スターライトファンタジー」。市民の方々
で組織されたアートタワーみとスターラ
イトファンタジー実行委員会の皆さん
が、協賛金を集め、運営にあたっていま
す。この手作りの祭典は、1996 年に始
まり、今年は記念すべき 20 回目となり
ます。20 年の歳月を重ねて、光の輪は
広がり、水戸駅から大工町までのメイン
ストリートが個性あふれる商店街のイル
ミネーションでつながりました。
　今回も、12 月 1 日から 1 月 11 日ま
での期間のライトアップのほか、水戸芸
術館の広場に 100 人のサンタが大集合
する「点灯の集い（12/1）」、そして多
彩なイベントが行われる「カウントダウ
ン＆ハッピー・ニュー・イヤー（12/31
～ 1/1）」、 そ し て コ ン サ ー ト ホ ー ル

ATM では、恒例の「クリスマス・コンサー
ト（12/12）を開催します。
　この「クリスマス・コンサート」も、
スターライトファンタジーの最初の年か
ら続けられているので、同じく 20 回の
節目を迎えます。開始当時、小学生で参
加していた方は、今や 30 歳を超えてい
らっしゃる！！実行委員会の皆様のこれ
までの長いご活動に、あらためて感謝申
し上げます。そして、今年も、水戸市内
の小・中学生が元気に、日頃の音楽活動
の成果を発表してくれることでしょう。
皆様のご来場をお待ちしております。

参加校
［午前の部］柳河小（器楽合奏）、堀原小
（合唱）、第四中（合唱）、石川中（吹奏
楽）、双葉台小（金管合奏）、第一中（吹
奏楽）、堀原小（金管合奏）、内原中（吹
奏楽）、酒門小（金管合奏）、第四中（吹
奏楽）、千波中（吹奏楽）、内原小（金管
合奏）

［午後の部］五軒小（合唱）、茨城大学附
属小（合唱）、赤塚中（吹奏楽）、常澄中

（吹奏楽）、五軒小（吹奏楽）、第五中（吹
奏楽）、赤塚小（金管合奏）、第三中（吹
奏楽）、緑岡中（吹奏楽）、三の丸小（吹
奏楽）、常磐小（吹奏楽）、渡里小（金管
合奏）、見川中（吹奏楽）



self
茨城の演奏家たち

PORTRAIT

2015.10.3
太田友香クラリネット・リサイタル
 ～ピアニスト鬼沢真美を迎えて～ 

2015.9.28
森 亮子 オルガン・リサイタル
イギリスオルガン音楽をめぐる
冒険
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最近の公演から

　前回の水戸芸術館でのピアノ・
デュオ・リサイタルでは、「舞曲」
をテーマとしてステージを構成しま
した。様々な国の多種多様な舞曲の
演奏を通して、舞曲を演奏する楽し
さを体感し、更に突き詰めてみたい
という思いが高まりました。
　そこで今回は「舞曲」Vol.2 とし
て、ラフマニノフの〈組曲第２番〉
作品 17 と〈交響的舞曲〉作品 45 と
いう２台ピアノ作品の最高峰とも言
える作品を対峙させる構成にしまし

た。〈組曲第２番〉は、私達がピアノ・
デュオとして最初に取り組んだ、私
達デュオの原点でもある作品です。
第１曲イントロダクション（希望に
満ち溢れた壮麗な行進曲）、第２曲ワ
ルツ（二人の右手がシンクロする高
速パッセージにご注目！）、甘美なメ
ロディが胸を打つ第３曲ロマンス、
息もつかせぬ怒涛の第４曲タランテ
ラ（イタリアの舞踏曲）。弾けば弾く
ほどこの作品に魅了されます。演奏
会の最後を飾る壮大な〈交響的舞曲〉
は、ラフマニノフの最晩年の作品で
す。エネルギッシュに始まる第１楽
章、「ワルツのテンポで」と示されて
いる第２楽章、圧倒的な迫力で終わ
る第３楽章。すべての楽章は常に不
安、哀愁に支配されています。この
作品に込められた思いを感じ取りな

がら表現したいと思います。
　ラフマニノフ作品の間に演奏する
のは、アルベニスの〈ナバーラ〉と、
組曲《イベリア》より〈トゥリアー
ナ〉。２曲とも原曲はピアノ独奏曲
で、スペインの様々な民族舞踊のリ
ズムが現れる、生気溢れる作品です。
そして、ハチャトゥリアンの《仮面
舞踏会》より〈ワルツ〉、ファリャ
の〈火祭りの踊り〉。いずれも広く
親しまれている作品です。
　私達は、お互いが厳しいと同時
に一番信頼できるアドバイザーであ
り、日々の練習の中で、妥協のない
納得いく音楽作りに取り組んでいま
す。私達の演奏を通して、ピアノ・
デュオの、そして作品の魅力を皆様
に伝えることができれば幸せです。

中村真由美・中村佳代

中村真由美＆中村佳代 ピアノ・デュオ・リサイタル
～舞曲 Vol.2 ～

12.13 日  at 15:00

1 : 森 亮子　オルガン・リサイタル　
2：太田友香　クラリネット・リサイタル

　常陸太田市出身で、現在は東京佼成ウインド
オーケストラなどで活動を行うクラリネット奏
者、太田友香さんのリサイタル。共演は那珂市
出身のピアノ奏者、鬼沢真美さん。プログラム
は、吉松隆、ガーシュウィン、ストラヴィンス
キーの各作品、ヴェルディの〈椿姫〉の主題に
よる幻想曲など、クラリネットの技巧や魅力が
余すところなく披露されるものであった。さら
にグラナドスとショパン作品によるピアノ独奏
が折り込まれた。アンコールは、ピアソラの〈タ
ンゴの歴史〉から “ 酒場 1900” と中島みゆき
の〈糸〉。《中村》
アンケートから■鳥をイメージした表現など、
初めて聴いてすごいと思い、自分もまねしたい
と思いました。（日立市の中学生）■楽器の特

　茨城在住のオルガニスト、森亮子さんによる
当館初リサイタル。かつてオーストラリアの教
会で演奏活動されていた経験を活かし、かの地
で出会ったイギリス・オルガン音楽や声楽作品
を集めた、森さんならではのユニークなプログ
ラムが組まれました。前半はホリンズやアル
コックなど、日本では聴ける機会の少ない作曲
家の作品、後半はエルガーの長大なオルガン・
ソナタ第 1 番を演奏。表現力に富んだ演奏と、
共演した安田久美恵さん（ソプラノ）との温か
みのあるアンサンブルに、大きな拍手が贈られ
ました。《高巣》
アンケートから■エルガーのオルガン・ソナタ
は親しみやすく、また聴きたい曲となりました。
ホリンズの凱旋行進曲は、躍動感とともにパイ
プオルガンの良さが出ていたと思います。（取
手市：T.D. さん）■森亮子さんの演奏はあた
たかく、とてもすばらしかったです。今回のイ

ギリスのプログラムも、特別な思いが伝わって
きました。またの機会にスケールの大きいもの
を聴いてみたいです。（笠間市：N.T. さん）
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2015.10.18
小曽根真 プレミアム・ジャズ・ラ
イヴ

2015.10.31
佐藤 篤　ピアノ・リサイタル
茨城大学 退任記念コンサート

（その 2）

2015.10.4
小川 瞳　ピアノ・リサイタル

2015.10.12
茨城の名手・名歌手たち 第 25 回

最近の公演から

3 : 小川 瞳　ピアノ・リサイタル
4-6：茨城の名手・名歌手たち　第 25 回
7 ：佐藤  篤 　ピアノ・リサイタル

　国際的なジャズピアニスト、小曽根真さん。
舞台袖からではなくホール後方（2 階）にある
扉から意表をついて登場したところからライヴ
が始まりました！前半は完全な即興演奏を中心
に。「完全な即興は怖さと楽しさが背中合わせ。
ホールからのインスピレーションがないとでき
ない」と MC でおっしゃっていたが、まさにホー
ルの熱気とピアノが織りなす響きを多彩な楽想
にかえて、5 つのスリリングな音の旅が繰り広
げられた。後半は〈Sol Azteca〉などオリジ
ナル曲を演奏。〈No Siesta〉では、ピアノを
叩いてリズムを刻みながら熱いプレイが披露さ
れ、会場の手拍子もやむことがありませんでし
た。アンコールは〈My Tommorow〉。《高巣》
アンケートから■すばらしい演奏と気さくな人
柄で、とても幸せな気持ちになりました。1 部
の最後の曲は、壮大な映画音楽のようで涙が出
ました。時にバッハ、時に武満徹のように…い
え、誰にも似ていない小曽根ワールドに酔いし
れました。（東海村の方）■（前半の即興は）
アメリカの赤い岩山の風景や、星空とそれを映
す湖、大都会の喧騒など様々な景色を想像しな
がら聴きました。（ひたちなか市の方）■素晴
らしかったです♥美しすぎるメロディ、心にし
みわたる響き、ほとばしるエネルギー、これま
でのコンサートで最高に楽しい 2 時間でした！

（取手市の方）

　茨城大学にて 40 年間、後進の指導にあたら
れたピアニストの佐藤篤さん。同大学を今春退
任され、その記念コンサートとして開催された
リサイタル。佐藤さんが演奏会のテーマとして
掲げたのが「教育と研究の連鎖」。教育者、演奏
者の両輪で活動してきた佐藤さんの集大成とい
う思いが籠められているのだと思う。プログラ
ムは、J.S. バッハ、ハイドン、ベートーヴェン
作品を経て、シューベルト〈ピアノ・ソナタ 変
ロ長調〉D960 に至る、ドイツ・オーストリア
の巨匠たちのピアノ音楽を辿る重厚なもの。ア
ンコールはショパンの〈ワルツ イ短調〉と〈24
の前奏曲〉作品 28 より第 17 番、第 24 番。《中村》
アンケートから■大変濃厚な充実した演奏会
で、すばらしかったです。シューベルトとアン
コールのショパンよかったです。佐藤先生の
ユーモアあるトークもよかったです。（水戸市：
K.S. さん）■佐藤先生の大変力強いピアノに
感動しました。退官されてもなお音楽への強い
情熱が伝わってきました。ありがとうございま
した。（無記名の方）

　東海村在住のピアニスト、小川瞳さんによる
当館で 2 度目のリサイタル。前半はショパン、
後半はリストをテーマに、穏やかな情趣をたた
えた小品から、高い演奏技術を要する難曲まで、
大作曲家 2 人の個性を際立たせる曲目が選ば
れました。前回のリサイタルでもショパンやリ
ストの作品が多く取り上げられましたが、その
ときから 4 年を経て、小川さんの演奏は、さ
らに磨きがかかったように思われました。アン
コールは、まず前回のアンコール曲でもあった、
ショパン《24 の練習曲》作品 10 より第 5 番 
変ト長調 〈黒鍵〉。次いで、シューマン《子供
の情景》作品 15 より〈トロイメライ〉。《篠田》
アンケートから■ショパンのバラードやノク
ターンがとても良かった。表情豊かな演奏だっ
た。（水戸市の方）■緩急極まれり。超絶技巧
に感激しました。（東海村の方）■音がクリア
でカラフルで、とても楽しい時間を過ごさせて
いただきました。（千葉県の方）

　4 月に行ったオーディション（鍵盤楽器・弦
楽器・邦楽器・邦楽アンサンブル部門）で合格
を果たした、茨城ゆかりの演奏家によるガラ・
コンサート。出演は、澤田尚美さん、永田絵里
子さん、小田倉知加さん、廣瀬由香里さん、村
田果穂さん、浜口夏生さん（以上ピアノ）、牛
草春さん（ヴァイオリン）、宇佐見明子さん（箏）
の 8 人でした。皆それぞれに個性が光る演奏で、
司会の池辺晋一郎さん（オーディション審査委
員長）もおっしゃっていたように、どの人も、
借り物の解釈に頼らずに、自分自身の感覚で楽
譜を読み解こうとしていたからこそ、こうして
それぞれに “ その人らしさ ” のにじみ出る演奏
が生まれたのでしょう。「一人ひとりの声が違
うように、演奏も違う。その違いが聴いていて
伝わってくることが面白い」と池辺さん。音楽
を聴く楽しさが再認識された演奏会でした。8
人の今後のご活躍をお祈りいたします。《篠田》
アンケートから■まさに競（響）演！ ブラボー
です。とても質が高い！（水戸市の方）■これ
からの演奏家の演奏が聴けてよかった。池辺さ
んのお話がよかった。（東海村の方）■もっと
色々な楽器を聴けるとうれしいです。（常陸太
田市の方）■また「茨城の名手・名歌手たち」
を聴きに来ます。（ひたちなか市の方）

性を生かしているのがよく分かる、楽しいコン
サートでした。ピアノの迫力も圧巻でしたね。
また、伴奏のタイミングが、ことごとくピタリ
とはまっていて、素晴らしいと思いました。（水
戸市：T.N. さん）
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編集後記

information
　　

　　

　

携帯 4 年、デジカメ 9 年、腕時計
11 年。単に買い替えを先延ばし

にしている結果ですが、あまりの物持
ちのよさに自分でも呆れます。いっそ、
壊れてほしいような、ほしくないよう
な…。もう、替え時がわかりません。（り）

ハロウィンで 10 月が終わると、街
は一気にクリスマス・モードに替

わりますね。「11月、立場ないっすわー」
と 11 月生まれの私は思うわけです。そ
うは言いつつ、クリスマス・ソングを
聴いてウキウキしているのも事実。（篠）

音楽との最も幸せな出会いは「音楽」
と「わたし」と「場」とがぴったり

調和したと思える瞬間の中にあるとは岡
田暁生氏の言葉。今年は様々な場でそれ
はあった。洗練されたホールでも薄暗い
ライヴハウスでも路地裏でも。（樹）

LP を聴くようになって、都内の中
古店に立ち寄ることが多くなった。

私は 1 枚ずつ取り出してゆっくり見る
のが好きだが、怒涛の高速回転で（真
似できないほど上手に）探す人もいる。
私はそっと場所を譲ります。（て）

新春にリサイタルを行うクリスチャ
ン・ツィメルマン氏が、今回のプ

ログラムのコンセプトを水戸の皆さん
にお伝えしたいと、11 月下旬に水戸を
訪れ記者会見を行う予定だ。特別な想
いを水戸公演に抱いてくれている。（中）

我が家でも冬グッズをひっぱり出
し、来たる寒さに備え冬支度。目

を輝かせて覗きにくる猫。そう、この
時を待っていたようだ。すこーし目を
離した瞬間、結構いい値段のするファー
付きマフラーは餌食になっていた。(稲)
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次号は・・・待望のピアニスト＆ソプラノ、ATM は新春から縁起がよい！！

vol.203

■合唱セミナー　2016（講師：栗山文昭）
　2016 年 2/7（日）10:00 開始（16:00 終了予定）
　料金［全席自由］一般￥1,000 ／高校生 ￥500 ／中学生以下 ￥300
　※楽譜代別途要
■河村尚子　ショパン・プロジェクト　第 3 回
　2016 年 2/11（木・祝）16:00 開演
　料金［全席指定］一般 ￥3,500 ／ユース（25 歳以下）￥1,000
■ちょっとお昼にクラシック　猶井正幸（ホルン）ほか　金管五重奏
　2016 年 2/26（金）13:30 開演
　料金［全席指定］￥1,500（1 ドリンク付き）
■ Duo Reflet　ピアノ・アンサンブルの世界
　2016 年 3/6（日）15:00 開演
　料金［全席自由］一般￥2,500 ／大学生以下 ￥1,000

《11 月 28 日（土）発売分》

水戸芸術館の主な 12 月のスケジュール

■ 3.11以後の建築
　11/7（土）～ 2016 年 1/31（日）9:30 ～ 18:00　※入場は 17:30 まで
　 ［休館日］月曜日、年末年始 12/27（日）～ 1/4（月）
　※ただし11/23、2016 年 1/11（月・祝）は開館、11/24、
　　2016 年 1/12（火）は休館
　［入場料］一般 ¥800 ／前売り・団体（20 名以上）¥600
※中学生以下・65 歳以上・障害者手帳をお持ちの方と付添いの方 1名は無料
■クリテリオム 91　瀬尾夏美　※料金は展覧会の入場料に含まれます。

コンサートホール ATM  

これからの演奏会・残席情報

チケット・インフォメーション

※ 11/4（水）現在の状況です。
※固定席が売り切れ次第、補助席を販売いたします。

○・・・残席あり（20席以上）　　△・・・残席わずか（20席未満）　　×・・・残席なし
中央・・・中央ブロック　左右・裏・・・左右ブロックおよびステージ裏　　補助・・・補助席

◎水戸室内管弦楽団　第 94 回定期演奏会（指揮：広上淳一）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11/20（金）中央 ×、左右・裏△、補助○
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11/21（土）中央 ×、左右・裏△、補助○
◎アルモニア Rosa　第 3 回コンサート・・・・・・・・・・・11/29（日）自由席○
◎中村真由美＆中村佳代　ピアノ・デュオ・リサイタル

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12/13（日）自由席○
◎クリスマス・プレゼント・コンサート　2015

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12/23（水・祝）中央 ×、左右○
◎クリスチャン・ツィメルマン　ピアノ・リサイタル

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2016 年 1/11（月・祝）中央△、左右・裏○
◎ちょっとお昼にクラシック　幸田浩子（ソプラノ）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2016 年 1/30（土）中央△、左右・裏○
◎ロレンツォ・ギエルミ　オルガン・リサイタル

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2016 年 2/3（水）1F ○、2F ○

■音楽劇『星の王子さま』　出演：昆夏美、伊礼彼方、廣川三憲
　12/12（土）14:00 ／ 18:30 開演、12/13（日）14:00 開演
　料金［全席指定］一般 ￥4,500 ／ U-25（25 歳以下）￥2,500

ACM 劇場

現代美術ギャラリー

チケットに関するお問い合わせ
　　　　　　　水戸芸術館チケット予約センター　TEL 029-231-8000
　　　　　　　営業時間 : 9:30 〜 18:00（月曜休館）
公演内容や企画に関するお問い合わせ　
　　　　　　　水戸芸術館音楽部門　TEL 029-227-8118
ホームページ   http://arttowermito.or.jp/
公式ブログ　   http://concerthallatm.blog101.fc2.com/
ATM 便り　    毎月１回茨城新聞に不定期登場
   　　　　  　 @ConcertHall_ATM

茨城の主な 12 月の演奏会
■佐川文庫　TEL ／ 029(309)5020
　・北村朋幹 ピアノ・リサイタル　12/25（金）18:30 開演
■茨城県立県民文化センター（小ホール）　TEL ／ 029(241)1166
　・聖夜のトランペット　12/12（土）14:00 開演
　・プロムナードコンサートVol.11 クリスマスコンサート

12/23（水・祝）14:00 開演
■ひたちなか市文化会館（小ホール）　TEL ／ 029(275)1122
　・《3 才からのコンサート体験》おやこ de クラシック vol.9　

12/23（水・祝）13:30 開演
■常陸太田市民交流センター（パルティホール）　

TEL ／ 0294(73)1234
　・渡辺貞夫コンサート　12/9（水）19:00 開演

■パイプオルガン　プロムナード・コンサート　（入場無料）
　□ 12/5（土）石川優歌　12:00 ～／ 13:30 ～（各回 30 分程度）
　□ 12/20（日）《クリスマススペシャル》
　　  高橋博子、財木麗子（ソプラノ）　13:00 ～（45 分程度）
■プロムナード・コンサート　EXTRA　（入場無料）
　12/19（土）寺山香澄（テューバ）、宮西純（テューバ）、市村愛（ピアノ）
　12:00 ～／ 13:30 ～（各回 30 分程度）

エントランスホール

■水戸の街に響け！ 300 人の《第九》2015
　 12/6（日）1 回目 12:00 開演／ 2 回目 13:30 開演
　 入場無料［会場：広場］　※雨天時はコンサートホール ATM
■スターライト・ファンタジー　第 20 回クリスマス・コンサート
　 ［市内小中学校芸術館コンサート］
　 12/12（土）時間未定　　入場無料［全席自由］
■中村真由美＆中村佳代　ピアノ・デュオ・リサイタル
　 12/13（日）15:00 開演
　 料金［全席自由］一般 ￥3,000 ／大学生以下 ￥1,000

■クリスマス・プレゼント・コンサート　2015
　 12/23（水・祝）17:00 開演
　 料金［全席指定］一般￥3,500 ／ユース（25 歳以下）￥1,000


